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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部から吸引した含塵空気が流れ込む流入口と、
　前記流入口から吸い込まれた含塵空気を旋回させることで前記含塵空気から塵埃を分離
する第一の旋回室および第二の旋回室と、
　第一の開口部から、前記第一の旋回室によって流入した塵埃を捕集する第一の集塵部と
、
　前記第二の旋回室の下方において下向きに設けられた第二の開口部から、前記第二の旋
回室によって分離された塵挨を捕集する第二の集塵部と、
　前記第一の旋回室および前記第二の旋回室によって少なくとも一部の塵埃が分離された
空気を排出する排出口を有するサイクロン部を備え、
　前記サイクロン部に搭載される前記第一の集塵部および前記第二の集塵部は、一体で形
成されたダストケースが複数に分割されたうちの二つであり、分割された各々の集塵部は
異なる気流流入量で塵埃を捕集し、前記第一の旋回室および前記第二の旋回室の中央軸に
垂直な断面において接し、少なくとも前記第一の集塵部および前記第二の集塵部の何れか
は角部を有し、
　前記第一の集塵部が前記第二の集塵部の少なくとも一部を覆うことを特徴とするサイク
ロン分離装置。
【請求項２】
　前記第一の集塵部は、前記角部を２箇所所有し、Ｄ形状に成形されてなることを特徴と



(2) JP 5905748 B2 2016.4.20

10

20

30

40

50

する請求項１に記載のサイクロン分離装置。
【請求項３】
　前記第一の集塵部は、その上端が前記第一の開口部よりも上方まで延在するよう形成さ
れてなることを特徴とする請求項１または請求項２に記載のサイクロン分離装置。
【請求項４】
　前記請求項１～３のいずれかに記載のサイクロン分離装置を搭載したことを特徴とする
電気掃除機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、機外から吸引した含塵空気（塵埃を含んだ空気）を旋回させることで、空気
と塵埃を遠心分離して捕集するサイクロン分離装置並びにこのサイクロン分離装置を備え
た電気掃除機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のサイクロン分離装置、特に電気掃除機などに用いるサイクロン分離装置は、電動
送風機によって吸引された含塵空気を、集塵フィルターや集塵袋を通過させることによっ
て、空気中の塵埃を回収する構造となっていた。しかし、このようなサイクロン分離装置
を用いた電気掃除機では、定期的に集塵袋を購入して電気掃除機本体内に取り付ける必要
があり、使用者にとって煩雑であり負担が多いという問題があった。
【０００３】
　このような問題に対し、消耗品の集塵袋を使用せずに、遠心力や慣性力を利用して空気
と塵埃を分離し、塵埃を捕集することが可能なサイクロン分離装置を搭載した電気掃除機
が提案されている。このようなサイクロン分離装置を搭載した電気掃除機として、例えば
、同心円状に設けられた、外サイクロンと外サイクロンに内包される内サイクロンを、直
列に連通させて設けることにより、サイクロン分離装置による塵埃の分離性能を高効率化
させた電気掃除機が提案されている（たとえば、特許文献１～３参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特公昭６２－５０１４１号公報
【特許文献２】特表２００８－５４１８１５号公報
【特許文献３】特表２００８－５４１８１６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記の特許文献１～３に記載の従来のサイクロン分離装置によれば、複数の旋回室を直
列に接続することにより、サイクロン分離装置の塵埃の分離性能を高効率化することがで
きる。しかしながら、これらのサイクロン分離装置は、旋回室である内サイクロンと外サ
イクロンを同心円状に設けており、つまり旋回室（内サイクロン）をもう１つ旋回室（外
サイクロン）で覆っているということであり、内サイクロンの旋回流によって旋回する塵
埃が内壁面を擦る音と、外サイクロンの旋回流によって旋回する塵埃が内壁面を擦る音の
両方発生し、騒音対策が全くされていなかったという問題点がある。
【０００６】
　本発明は、上述するような課題を解決するためになされたものであり、含塵空気から塵
埃を効率良く分離しつつ、低騒音なサイクロン分離装置並びにそのサイクロン分離装置を
備えた電気掃除機を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明によるサイクロン分離装置は、外部から吸引した含塵空気が流れ込む流入口と、
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前記流入口から吸い込まれた含塵空気を旋回させることで前記含塵空気から塵埃を分離す
る第一の旋回室および第二の旋回室と、第一の開口部から、前記第一の旋回室によって流
入した塵埃を捕集する第一の集塵部と、前記第二の旋回室の下方において下向きに設けら
れた第二の開口部から、前記第二の旋回室によって分離された塵挨を捕集する第二の集塵
部と、前記第一の旋回室および前記第二の旋回室によって少なくとも一部の塵埃が分離さ
れた空気を排出する排出口を有するサイクロン部を備え、前記サイクロン部に搭載される
前記第一の集塵部および前記第二の集塵部は、一体で形成されたダストケースが複数に分
割されたうちの二つであり、分割された各々の集塵部は異なる気流流入量で塵埃を捕集し
、前記第一の旋回室および前記第二の旋回室の中央軸に垂直な断面において接し、少なく
とも前記第一の集塵部および前記第二の集塵部の何れかは角部を有し、前記第一の集塵部
が前記第二の集塵部の少なくとも一部を覆うものである。

【発明の効果】
【０００８】
　本発明に係るサイクロン分離装置によれば、上記の構成を採用したことにより、含塵空
気から塵埃を効率良く分離し、騒音を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明に係る電気掃除機の外観を示す斜視図である。
【図２】図１の電気掃除機の掃除機本体５の斜視図である。
【図３】図１の掃除機本体５の平面図である。
【図４】図２に示す掃除機本体５のａ－ａ断面図である。
【図５】図２に示す掃除機本体５のｂ－ｂ断面図である。
【図６】サイクロン分離装置５０を外した状態の掃除機本体５の上面図である。
【図７】サイクロン分離装置５０の外観を示す斜視図である。
【図８】サイクロン分離装置５０の前面図である。
【図９】サイクロン分離装置５０の左側面図である。
【図１０】サイクロン分離装置５０の上面図である。
【図１１】図８に示すサイクロン分離装置５０のＡ－Ａ断面図である。
【図１２】図８に示すサイクロン分離装置５０のＢ－Ｂ断面図である。
【図１３】図１０に示すサイクロン分離装置５０のＣ－Ｃ断面図である。
【図１４】図１３に示すサイクロン分離装置５０のＤ－Ｄ断面図である。
【図１５】図１３に示すサイクロン分離装置５０のＥ－Ｅ断面図である。
【図１６】図１３に示すサイクロン分離装置５０のＦ－Ｆ断面図である。
【図１７】サイクロン分離装置５０の塵埃捨て時の斜視図である。
【図１８】サイクロン分離装置５０の分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態に係る電気掃除機について説明する。
【００１１】
実施の形態１.
　図１は本発明に係る電気掃除機の外観を示す斜視図である。図１に示すように、電気掃
除機１００は、吸込口体１と、吸引パイプ２と、接続パイプ３と、サクションホース４と
、サイクロン方式の掃除機本体５とから構成されている。吸込口体１は床面上の塵埃及び
含塵空気を吸い込む。吸込口体１の出口側には真直な円筒状の吸引パイプ２の一端が接続
されている。吸引パイプ２の他端には、電気掃除機１００の運転を制御する操作スイッチ
が設置された取手が設けられており、中途にて若干折れ曲がった接続パイプ３の一端が接
続されている。接続パイプ３の他端には、可撓性を有する蛇腹状のサクションホース４の
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一端が接続されている。さらに、サクションホース４の他端には、掃除機本体５が接続さ
れている。掃除機本体５には電源コードが接続されており、電源コードが外部電源に接続
されることで、通電し、後述する電動送風機が駆動されて吸引動作を行う。吸込口体１、
吸引パイプ２、接続パイプ３およびサクションホース４は、含塵空気を掃除機本体５の外
から内部に流入させるための吸引経路の一部を構成する。
【００１２】
　また、図２は図１の電気掃除機の掃除機本体５の斜視図、図３は図１の掃除機本体５の
平面図、図４は図２に示す掃除機本体５のａ－ａ断面図、図５は図２に示す掃除機本体５
のｂ－ｂ断面図、図６はサイクロン分離装置５０を外した状態の掃除機本体５の上面図、
図７は、サイクロン分離装置５０の外観を示す斜視図であり、図８はサイクロン分離装置
５０の前面図である。図９はサイクロン分離装置５０の左側面図であり、図１０はサイク
ロン分離装置５０の上面図である。図１１は図８に示すサイクロン分離装置５０のＡ－Ａ
断面図、図１２は図８に示すサイクロン分離装置５０のＢ－Ｂ矢視断面図、図１３は図１
０に示すサイクロン分離装置５０のＣ－Ｃ矢視断面図、図１４は図１３に示すサイクロン
分離装置５０のＤ－Ｄ矢視断面図、図１５は図１３に示すサイクロン分離装置５０のＥ－
Ｅ矢視断面図、図１６は図１３に示すサイクロン分離装置５０のＦ－Ｆ矢視断面図、図１
７サイクロン分離装置５０塵埃捨て時の斜視図、図１８はサイクロン分離装置５０の分解
斜視図である。
【００１３】
　図に示すように、掃除機本体５は、吸引風路４９とサイクロン分離装置５０と排気風路
５１とフィルター５２と電動送風機５３と排気口５４と、車輪５５とから成る。吸引風路
４９は、その一端が図１に示すサクションホース４に接続され、一次サイクロン部１０の
側面の外壁に沿って配設され、その他端は、サイクロン分離装置５０の一部を構成する一
次サイクロン部１０の一次流入口１１に接続される。サイクロン分離装置５０は、一次サ
イクロン部１０と同じくサイクロン分離装置５０を構成する二次サイクロン部２０の二次
排出口２５で、掃除機本体５の後方に配置される排気風路５１に接続される。排気風路５
１は、排気風路５１と同様に掃除機本体５の後方に配置される電動送風機５３と、フィル
ター５２を介して接続される。複数の穴から成る排気口５４は、吸引風路４９が設置され
た側とは反対側の側壁に形成されている。
【００１４】
　サイクロン分離装置５０の詳細な構成を説明する。
　サイクロン分離装置５０は、一次サイクロン部１０と、この一次サイクロン部１０と並
設され、かつ一次サイクロン部１０の下流側に接続された二次サイクロン部２０とから構
成されている。
【００１５】
　まず、一次サイクロン部１０の構成について、図１１、図１３を用いて説明する。
　一次サイクロン部１０は、一次流入口１１と、一次旋回室１２と、０次開口部１１３と
、一次開口部１３と、０次ダストケース１１４と、一次ダストケース１４と、一次排出口
体１５と、一次排出管１６と、を備えている。
　図１３に示すように、一次旋回室１２は、その側壁が、略円筒形状の一次円筒部１２ｂ
と、この一次円筒部１２ｂの下部に設けられ、先端部は一次旋回室１２の側壁面の一部を
成し、先端に近づくほど径が小さくなる略円錐形状の一次円錐部１２ａと、一次円錐部１
２ａの先端に形成された一次開口部１３とから構成されている。
　一次円筒部１２ｂの一部には０次開口部１１３が形成され、０次開口部１１３は一次流
入口１１よりも低い位置に開口し、０次ダストケース１１４と連通する。一次ダストケー
ス１４は、一次ダストケース１４に捕集された塵埃を圧縮するために、その上端を一次開
口部１３よりも上方にまで延在するよう形成されている。
　図１１に示すように、一次排出口体１５は、ほぼ円筒形の中空の円筒部１５ｂと、円筒
部１５ｂの下部に設けられ、先端（図１１では下方）に近づくほど径が小さくなる円錐部
１５ａと、を備え、円筒部１５ｂと円錐部１５ａの側壁には多数の孔で構成された一次排
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出口１５ｃで構成される。また、一次排出口１５ｃの最下部は一次流入口１１よりも下方
に位置づけられている。
【００１６】
　次に、二次サイクロン部２０の構成について、図１０、１２、１３、１６を用いて説明
する。
　二次サイクロン部２０は、二次流入口２１と、二次旋回室２２と、二次開口部２３と、
二次ダストケース２４と、二次排出口２５と、二次排出管２６とを備えている。
　二次旋回室２２は、二次旋回室２２の側壁面を成し、略円筒形状の二次円筒部２２ｂと
、この二次円筒部２２ｂの下部に設けられ、先端に近づくほど径が小さくなる略円錐形状
の二次円錐部２２ａと、二次円錐部２２ａの先下端に形成された二次開口部２３とから構
成されている。ここで、二次円錐部２２ａの先端側は、図１３に示すように二次ダストケ
ース２４内に突出するように設けられている。
　また、上述の０次ダストケース１１４は、二次ダストケース２４及び二次ダストケース
２４内に突出した二次旋回室２２の一部を包囲するように配置されていると共に、一次ダ
ストケース１４、二次ダストケース２４は１つの部品として形成されている。
【００１７】
　上記の構成において、一次排出管１６は、一次排出口１５ｃと二次流入口２１とを連通
するように設けられているとともに、二次排出管２６は、二次排出口２５と排気風路５１
とを連通するように設けられている。これにより、掃除機本体５は、吸込口体１、吸引パ
イプ２、接続パイプ３、サクションホース４を通じて内部に流入させた含塵空気を、吸引
風路４９、一次流入口１１、一次旋回室１２、一次排出口１５ｃ、一次排出管１６、二次
流入口２１、二次旋回室２２、二次排出口２５、二次排出管２６を順に通気することで清
浄化し、排気風路５１、フィルター５２、電動送風機５３及び排気口５４からなる排気経
路を経て、掃除機本体５の外部に排出する構造を形成している。
【００１８】
　次に、本実施の形態１に係わる電気掃除機の動作について、その概要を説明する。
　ユーザーによる操作部（図示せず）の操作により電動送風機５３に電源が供給されて、
電気掃除機１００が駆動を開始すると、電動送風機５３の吸引力により、吸込口体１から
含塵空気が吸引され、吸引パイプ２を通じて、接続パイプ３、サクションホース４の順に
吸引経路を流れた後、図６の矢印付きの破線で示されている流れを経て、一次サイクロン
部１０の一次流入口１１へ流入する。一次流入口１１へ流入した含塵空気は、一次旋回室
１２の円筒形の一次円筒部１２ｂの側壁に沿って流入して旋回気流となり、その旋回気流
は一次旋回室１２の中心軸近傍の強制渦領域とその外周側の準自由渦領域とを形成しなが
ら、その経路構造と重力とにより一次旋回室１２の下方に向かって流れていく。
　このとき、旋回している含塵空気の中の塵埃には遠心力が作用し、その力によって含塵
空気が塵埃と空気に分離される。ここで、遠心力によって分離される塵埃のうち、比重が
大きい塵埃（例えば大きな砂や小石等。以下、塵埃Ａという）は一次旋回室１２に壁面に
設けられている０次開口部１１３から０次ダストケース１１４内に飛び出して捕集される
。また、０次ダストケース１１４に捕捉された塵埃Ａは、前述するように比較的比重が大
きいため再飛散しづらく、０次ダストケース１１４内部の底部に蓄積される。
　一方、０次ダストケース１１４に捕集されなかった塵埃を含む含塵空気は、旋回しなが
ら一次旋回室１２の下方、つまり一次円筒部１２ｂから一次円錐部１２ａに向かって流れ
ていく。一次円錐部１２ａに進んだ旋回流は、下降するほど、旋回半径（つまり一次円錐
部１２ａの径）が小さくなるため、旋回速度が増大する。これにより、塵埃Ａよりも比重
が小さい塵埃（例えば綿塵埃は、細かい軽砂等。以下、塵埃Ｂという）を遠心力によって
分離することができ、これにより分離した塵埃Ｂは一次開口部１３から一次ダストケース
１４内に捕集され蓄積される。
　なおここで、一次ダストケース１４の形状をＤ形に形成することにより、Ｄ形状の角部
分に空気の淀みを作ることができ、この淀みによって塵埃をため易くすることが出来る。
【００１９】
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　一方、含塵空気から塵埃Ａ及び塵埃Ｂが除去された空気は、一次サイクロン部１０の一
次旋回室１２の一次円筒部１２ｂの中心軸に沿って上昇し、一次排出口体１５の円錐部１
５ａ及び円筒部１５ｂに設けられた一次排出口１５ｃを通過して、一次排出管１６から二
次流入口２１を経由して二次サイクロン部２０へと流入する。二次流入口２１に流入した
空気は、二次旋回室２２の円筒形の二次円筒部２２ｂの側壁に沿ってほぼ水平に流入して
旋回気流となり、その中心軸近傍の強制渦領域とその外周側の準自由渦領域とを形成しな
がら、その経路構造と重力とにより下向きに流れていく。排気された空気は、その後二次
旋回室２２の二次円錐部２２ａ内を下降し、その後、上昇して二次排出口２５を経由して
外部へ排気される。
　ここで、各サイクロン部の排出口付近（つまり、一次排出口１５ｃ、二次排出口２５付
近）の各旋回室の径を比べると、二次サイクロン部２０の方が径が小さくなるよう構成し
ている。さらに、二次排出口２５の開口面積は、一次流入口１１の開口面積より小さく構
成して、旋回室内部での旋回速度が一次サイクロン部１０より二次サイクロン部２０の方
が早くなるようにしている。これにより、一次サイクロン部１０で捕集できなかった微細
塵を、二次サイクロン部２０の二次ダストケース２４に捕集することが可能となる。
【００２０】
　なお、前述したように、一次排出口１５ｃは円筒部１５ｂと円錐部１５ａに設けた多数
の微細な孔で構成している。
　これにより、一次サイクロン部１０から二次サイクロン部２０へ抜ける含塵空気から、
一次排出口１５ｃの開口よりも大きい塵埃が通過することを抑制することが出来ると共に
、一次排出口１５ｃを円筒部１５ｂと円錐部１５ａの側壁に設けることで、一次排出口１
５ｃ周囲を流れる旋回気流によって、一次排出口１５ｃに詰まった塵埃が取り除かれ、塵
埃が一次排出口１５ｃに詰まるのを抑制している。また、一次排出口体１５の下部を円錐
形状にすることにより、一次旋回室１２の下方からの上昇流をスムーズに排出することが
でき、これにより圧損を低減することができる。また、非常に長い糸状の塵埃、例えば髪
の毛などが円錐部１５ａに巻きついてしまっても、円錐部１５ａの円錐形状により取り除
き易い。
【００２１】
　このように、比較的遠心力が働き易い塵埃Ａを０次ダストケース１１４で確実に捕集し
つつ、塵埃Ａよりも遠心力の働きが小さい塵埃Ｂを一次ダストケース１４に捕集すること
ができる。
　なお、一般的に、電気掃除機によって吸引される含塵空気の中に含まれる塵埃の割合は
、塵埃Ａ、塵埃Ｂ、微細塵の順に少なくなる。そのため、塵埃Ａを捕集する０次ダストケ
ース１１４を他のダストケースよりも大きい容量とし、微細塵を捕集する二次ダストケー
ス２４を他のダストケースよりも小さい容量とすることで、よりコンパクトなサイクロン
分離装置とすることが出来る。
【００２２】
　次に、騒音対策について、図１３、図１４、図１５、図１７を用いて説明する。
　上述したように、二次サイクロン部２０は一次サイクロン部１０より空気流の旋回速度
が速いため集塵効率が高い。しかしながら、旋回速度が速いと空気流風の旋回によって生
じる気流音や空気流によって旋回する塵埃と旋回部の内壁面との摩擦音による騒音が大き
くなる。したがって、空気流の旋回速度が速い二次サイクロン部２０は、集塵効率は一次
サイクロン部１０よりも高いが、一次サイクロン部１０よりも、騒音が大きくなる。
　一方、一次サイクロン部１０に設けられた一次ダストケース１４と０次ダストケース１
１４に流れ込む空気流の量を比較すると、０次ダストケース１１４では、一次流入口１１
から流入する含塵空気の空気流の旋回方向に対し、この含塵空気の空気流の接線方向の一
次旋回室１２の壁面に０次ダストケース１１４と連通する０次開口部１１３が形成されて
いるので、０次ダストケース１１４への空気流の入り込みは微小に抑えることができる。
これに対し、一次サイクロン部１０の下方に設けられた一次ダストケース１４は、旋回す
る含塵空気の空気流の遠心力に加え、この空気流による下方向への押し込み等の力により
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分離した塵埃を捕集するようにしているため、０次ダストケース１１４と比べて、空気流
の入り込みが大きくなる。したがって、一次ダストケース１４よりも０次ダストケース１
１４のほうが、気流が流れ込むことによって発生する騒音が小さく、また塵埃が壁面に擦
れる時に発生する摩擦音も小さくなる。
　そこで、図８及び図１３に示すように、０次ダストケース１１４で二次サイクロン部２
０の少なくとも一部を覆うことで、最も大きい音の発生源である二次サイクロン部２０と
、使用者が存在する外部空間との間に、サイクロン分離装置５０において最も音の発生の
少ない空気層と少なくとも一つの壁面を有する部位、つまり０次ダストケース１１４を設
けることで二次サイクロン部２０から発生する音を遮音することが出来る。
　これにより、サイクロン分離装置５０から発生する騒音を抑制することができる。
【００２３】
　また、図１３に示すように、一次排出口１５ｃが、一次旋回室１２内に突出している一
次排出口体１５に形成されており、一次排出口体１５の最下部の先端部が、一次流入口１
１の開口面と対向もしくはこの開口面よりも下方に位置するようにしたので、一次流入口
１１から流入する含塵空気によって発生する旋回流に、接線方向のみならず、下方向の力
が加わり、塵埃は下方向へと導かれやすくなる。よって、一次旋回室１２の下方に位置す
る一次ダストケース１４への捕集性能が高くなる。
【００２４】
　また、図１３に示すように、一次排出口１５ｃの最下部が、０次開口部１１３の開口面
と対向する位置もしくは開口面よりも下方に対向位置するように構成してもよい。これに
より、一次流入口１１から流入する含塵空気の旋回方向の角度が、０次開口部１１３より
も下方へと向き、０次開口部１１３の開口面より下方にて空気流風の旋回が起こりやすく
なる。その結果、０次ダストケース１１４内に直接入り込む含塵空気の量が減少する。つ
まり、０次ダストケース１１４内での塵埃の攪拌が少なくなり、摩擦音がより小さくなる
。また、０次ダストケース１１４で旋回する気流の量も少なくなり、気流音も減少する。
　このように、０次ダストケース１１４に発生する騒音量を減らすような構成にすること
により、サイクロン分離装置５０から外部に漏れる騒音をより減少させることができる。
【００２５】
　また、図１３に示すように、二次サイクロン部２０の中でも最も塵埃と壁面の摩擦音が
大きい一次旋回室１２の一部を、サイクロン分離装置５０の中でも最も塵埃と壁面の摩擦
音が小さい０次ダストケース１１４で覆っているので、擦れ音が小さい物で擦れ音が大き
い物を覆う形となる。
　結果、０次ダストケース内の空気が二次旋回室２２から発生する大きな騒音を吸収する
ため、騒音をかなり効果的に防音でき、サイクロン分離装置５０全体の騒音が低下する。
【００２６】
　また、図１５に示すように、０次開口部１１３が一次旋回室１２での旋回流の接線方向
が前記一次旋回室１２の中心と二次旋回室２２の中心とを結ぶ線とほぼ平行になる部位に
形成されないように構成する。これにより、旋回流が、直接、０次開口部１１３に入るの
を防ぐことが出来る。そのため、０次ダストケース１１４への風の流入が少なくなり、０
次ダストケース内での塵埃の攪拌が少なくなるため、０次ダストケース１１４内での塵埃
と壁面の摩擦音がより小さくなる。結果、二次サイクロン部２０から発生する音をサイク
ロン分離装置５０外に漏らさないようにして、騒音を抑制する効果がより高まる。
【００２７】
　また、図１３に示す一次サイクロン部１０の中でも最も塵埃と壁面の摩擦音が大きい一
次旋回室１２の一部を、一次サイクロン部１０の中でも最も塵埃と壁面の摩擦音が小さい
０次ダストケース１１４で覆うように構成してもよい。即ち、一次旋回室１２の一次円筒
部１２ｂの下部に一次円錐部１２ａが設けられ、その先端部は先端に近づくほど径が小さ
くなるほぼ円錐形状を成しているため、一次旋回室１２内の旋回流は、一次円筒部１２ｂ
から一次円錐部１２ａに下降する際に気流の方向が曲げられる。そのため、空気中の砂や
小石などの塵が一次円錐部１２ａと激しく当たる。従って、空気の擦れる音及び砂や小石
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が当たる音が足し合わされて大きな騒音を発する。これに対して、０次ダストケース１１
４は上述したように擦れ音が非常に小さい。
　一次旋回室１２の一部を、０次ダストケース１１４で覆うことで、擦れ音が小さい物で
擦れ音が大きい物を覆う形となる。
　結果、効果的に防音でき、サイクロン分離装置５０全体の騒音が低下する。
【００２８】
　同様に、図１３に示す二次サイクロン部２０の中でも最も塵埃と壁面の摩擦音が大きい
二次旋回室２２の一部を、二次サイクロン部２０の中でも最も塵埃と壁面の摩擦音が小さ
い二次ダストケース２４で覆うように構成してもよい。即ち、二次旋回室２２の二次円筒
部２２ｂの下部に二次円錐部２２ａが設けられ、その先端部は先端に近づくほど径が小さ
くなるほぼ円錐形状を成しているため、二次旋回室２２内の旋回流は、二次円筒部２２ｂ
から二次円錐部２２ａに下降する際に気流の方向が曲げられるため、空気中の砂や小石な
どの塵が二次円錐部２２ａと激しく当たる。従って、空気の擦れる音及び砂や小石が当た
る音が足し合わされて大きな騒音を発する。これに対して、二次ダストケース２４は二次
円錐部２２ａの下方に設けられており、二次円錐部２２ａの先端である二次開口部２３で
速度が最高になった旋回流は二次開口部２３から断面積がより大きい二次ダストケース２
４に流入する際に今度は速度が遅くなるに従って、二次ダストケース２４内では、擦れ音
がより小さくなる。
　二次旋回室２２の一部を二次ダストケース２４で覆うことで、擦れ音が小さい物で擦れ
音が大きい物を覆う形となる。結果、サイクロン分離装置５０全体の騒音が低下する。
【００２９】
　また、図１３及び図１４に示すように二次ダストケース２４を内包する０次ダストケー
ス１１４も二次ダストケース２４も断面がほぼ円形の円筒である。そこで、双方をほぼ同
心円状に設置することで、０次ダストケース１１４内の気流の速度が均一化され、流れの
乱れを抑えることができる。これにより、塵埃と壁面の擦れまたは衝突が均一化されるた
め、同心円状でない場合に比べ、塵埃と壁面の擦れ又は衝突の不均一による騒音がなくな
るため、騒音抑制効果をより一層向上させることができる。
　さらに二次旋回室２２の二次円錐部２２ａの先端の二次開口部から二次ダストケース２
４が延設するように構成してもよい。このとき、二次旋回室２２の二次円錐部２２ａの先
端の二次開口部で、二次円錐部２２ａの軸方向に、二次ダストケース２４と接続し、二次
開口部と対向する二次ダストケース２４の壁側の少なくとも一部を、二次円錐部にて構成
する。そして、二次円錐部２２ａの少なくとも一部を０次ダストケースで覆い、０次開口
部１１３の対面に二次円錐部２２ａの０次ダストケース１１４に覆われている部分が位置
するように構成する。
　これにより、塵埃が０次開口部１１３から流入した際に、塵埃を円錐に接触させ、軸方
向の速度成分とダストケースの延設方向の速度成分を持たせることが出来るため、ダスト
ケースの下方向深部まで塵埃を送り込むことが出来る。
【００３０】
　また、上述したように、一次排出口１５ｃと二次流入口２１が連通されているため、一
次サイクロン部１０の下流に二次サイクロン部２０が直列に接続される。従って、一次サ
イクロン部１０と二次サイクロン部２０の双方に流入する空気の量はほぼ同等となる。こ
のとき、図１６に示す一次流入口１１の断面積を二次流入口２１の断面積よりも大きくす
ることで、一次サイクロン部１０内の風速を二次サイクロン部２０内の風速よりも遅くす
ることが出来る。これにより、０次ダストケース内で発生する塵埃と壁面の擦れ音の大き
さを２次ダストケース内で発生する塵埃と壁面の擦れ音の大きさよりも小さくすることが
出来、騒音を小さくすることが出来る。
【００３１】
　また、図１３及び図１７に示す一次旋回室１２の平均径と二次旋回室２２の平均径を異
なるように構成しても良い。上述したように一次流入口１１の断面積を二次流入口２１の
断面積よりも大きくすることで、一次サイクロン部１０内と二次サイクロン部２０内の風
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速が異なった状態となる。そこで、一次旋回室１２の平均径と二次旋回室２２の平均径を
異なるように構成することで、一次旋回室１２と二次旋回室２２を旋回する気流の回転数
を変更させることが出来、旋回室から発生する音の周波数領域を異なったものとすること
が可能となり、音の共鳴を抑制することが出来る。
【００３２】
　なお、上記実施の形態１では、一次排出口１５ｃを一次旋回室１２内に突出している一
次排出口体１５に穿設して形成しているが、これに限るものではなく、二次流入口２１と
連通する開口部であれば良い。
【符号の説明】
【００３３】
　１　吸込口体　２　吸引パイプ、３　接続パイプ、４　サクションホース、５　掃除機
本体、１０　一次サイクロン部、１１　一次流入口、１２　一次旋回室、１２ａ　一次円
錐部、１２ｂ　一次円筒部、１３　一次開口部、１４　一次ダストケース、１５　一次排
出口体、１５ａ　円錐部、１５ｂ　円筒部、１５ｃ　一次排出口、２０　二次サイクロン
部、２１　二次流入口、２２　二次旋回室、２２ａ　二次円錐部、２２ｂ　二次円筒部、
２３　二次開口部、２４　二次ダストケース、２５　二次排出口、４９　吸引風路、５０
　サイクロン分離装置、５１　排気風路、５２　フィルター、５３　電動送風機、５４　
排気口、５５　車輪、１００　電気掃除機、１１３　０次開口部、１１４　０次ダストケ
ース。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】



(10) JP 5905748 B2 2016.4.20

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】 【図１０】

【図１１】
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【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】
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